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本学学生における漬け物の嗜好について





























































































１、非常によく食べる ２、よく食べる ３、時々食べる ４、あまり食べない ５、ほとんど食べない
④ 食べたことがある漬物について、好みの程度を下から選び、数字を記入して下さい。















































１日に３回くらい １日に１回くらい ２～３日に１回くらい １週間に１回くらい 月に１回くらい ほとんど食べない
漬物
サラダ
白菜 炒め物 ・煮物 ・サラダ ・味噌汁の具 ・鍋物 ・白菜漬け ・キムチ ・食べない
かぼちゃ 炒め物 ・煮物 ・サラダ ・味噌汁の具 ・鍋物 ・漬物 ・スープ ・てんぷら ・焼き物（チーズ焼きなど） ・食べない
なす 炒め物 ・煮物 ・サラダ ・味噌汁の具 ・鍋物 ・漬物 ・てんぷら ・焼き物（焼きなすなど） ・食べない
大根 炒め物 ・煮物 ・サラダ ・味噌汁の具 ・鍋物 ・漬物 ・野菜スティック ・おでん ・大根おろし ・切り干し大根 ・ふろふき大根 ・食べない
にんじん 炒め物 ・煮物 ・サラダ ・味噌汁の具 ・鍋物 ・漬物 ・野菜スティック ・スープ ・混ぜごはん ・にんじんグラッセ ・食べない
キャベツ 炒め物 ・煮物 ・サラダ ・味噌汁の具 ・鍋物 ・漬物 ・野菜スティック ・コールスローサラダ ・ロールキャベツ ・食べない


























































有 無 有 無
紅しょうが ９９．３ ０．７ ９７．１ ２．９
しょうがの甘酢漬け ９４．１ ５．９ ８６．８ １３．２
きゅうりのしょうゆ漬け ９６．３ ３．７ ８７．５ １２．５
梅干 １００．０ ０．０ ９８．５ １．５
福神漬け １００．０ ０．０ ９９．３ ０．７
たくあん １００．０ ０．０ ９９．３ ０．７
キムチ １００．０ ０．０ ９７．１ ２．９
らっきょう １００．０ ０．０ ８７．５ １２．５
キュウリのぬか漬け ９９．３ ０．７ ８７．５ １２．５
白菜漬け ９７．８ ２．２ ９０．４ ９．６
しば漬け ９７．８ ２．２ ８２．４ １７．６
わさび漬け ８９．０ １１．０ ５８．８ ４１．２
高菜漬け ９４．１ ５．９ ８５．３ １４．７
ピクルス １００．０ ０．０ ９７．１ ２．９
千枚漬け ７７．２ ２２．８ ５５．９ ４４．１
野沢菜漬け ９０．４ ９．６ ７８．７ ２１．３
浅漬け ９８．５ １．５ ９３．４ ６．６
ザーサイ ９５．６ ４．４ ８０．１ １９．９









































紅しょうが ２．９ １７．６ １８．４ ４３．４ １２．５ ５．１
しょうがの甘酢漬け １３．２ ２４．３ １３．２ ３３．１ １１．０ ５．１
きゅうりのしょうゆ漬け １２．５ １８．４ ２５．７ ２７．２ １３．２ ２．９
梅干 １．５ １２．５ １４．７ ３０．９ ２５．０ １５．４
福神漬け ０．７ １１．０ １９．９ ４７．１ １２．５ ８．８
たくあん ０．７ １２．５ １４．０ ４０．４ ２２．１ １０．３
キムチ ２．９ １０．３ ７．４ ２８．７ ２７．２ ２３．５
らっきょう １２．５ ２７．２ ２２．１ ３０．１ ３．７ ４．４
キュウリのぬか漬け １２．５ １９．９ １４．７ ２７．２ １４．７ １１．０
白菜漬け ９．６ １１．８ １３．２ ３５．３ １９．１ １１．０
しば漬け １７．６ １９．１ １６．２ ２６．５ １３．２ ７．４
わさび漬け ４１．２ ２２．８ ２０．６ １１．８ １．５ ２．２
高菜漬け １４．７ ２０．６ ２７．２ ２５．０ ９．６ ２．９
ピクルス ２．９ ２５．７ ２１．３ ３１．６ １１．８ ６．６
千枚漬け ４４．１ ２５．０ １６．２ １１．０ １．５ ２．２
野沢菜漬け ２１．３ ２７．２ １９．１ １７．６ １１．８ ２．９
浅漬け ６．６ １０．３ １２．５ ３０．１ ２３．５ １６．９
ザーサイ １９．９ ２６．５ １７．６ ２２．１ ８．１ ５．９





























































































































紅しょうが ２．９ ２．９ １０．３ １０．３ ２１．３ １４．７ ２２．１ １５．４
しょうがの甘酢漬け １３．２ ６．６ ９．６ ９．６ １４．７ １１．８ １６．２ １８．４
きゅうりのしょうゆ漬け １２．５ ２．９ ２．２ １０．３ １２．５ １７．６ １９．９ ２２．１
梅干 １．５ ７．４ ２．９ ３．７ ８．１ １９．１ ２６．５ ３０．９
福神漬け ０．７ ２．９ １．５ ５．９ １４．０ １９．９ ２７．２ ２７．９
たくあん ０．７ ２．９ １．５ ６．６ ９．６ １６．９ ２９．４ ３２．４
キムチ ２．９ ４．４ ０．７ ３．７ ５．９ ８．１ ２５．０ ４９．３
らっきょう １２．５ ８．８ ５．９ １４．７ １６．２ １４．７ １４．７ １２．５
キュウリのぬか漬け １２．５ ４．４ ２．２ ５．９ １４．７ １４．７ １２．５ ３３．１
白菜漬け ９．６ ２．２ ０．７ ２．２ １０．３ ２２．１ ２２．１ ３０．９
しば漬け １７．６ ３．７ ０．０ ７．４ １８．４ １１．０ １６．９ ２５．０
わさび漬け ４１．２ ４．４ ５．１ ５．９ １６．９ ７．４ ８．８ １０．３
高菜漬け １４．７ ０．７ ２．２ ８．８ １９．９ １９．１ １６．９ １７．６
ピクルス ２．９ ７．４ ２．９ ９．６ ２１．３ １６．２ １６．２ ２３．５
千枚漬け ４４．１ ３．７ ０．７ ５．１ １８．４ ７．４ １１．０ ９．６
野沢菜漬け ２１．３ １．５ １．５ ８．１ １９．１ １４．７ １６．２ １７．６
浅漬け ６．６ １．５ １．５ ５．１ ７．４ １６．２ ２７．２ ３４．６
ザーサイ １９．９ ７．４ １．５ ６．６ ２３．５ １１．０ １３．２ １６．９
奈良漬け ３３．８ ３．７ ３．７ １０．３ ２２．１ １０．３ ２．９ １３．２
表５ 嗜好について（n＝１３６人）
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理由 ％
家で出てこないから ５２．６
漬物の香りが苦手 ２１．０
その他の理由 １５．８
漬物の塩分が苦手 ５．３
ご飯をあまり食べないから ５．３
漬物の酸味が苦手 ０．０
漬物の見た目が苦手（色、形など） ０．０
漬物の歯ごたえが苦手 ０．０
一度も食べたことがないから ０．０
表６ 漬物を食べない理由（n＝１９人）
半面、主食はパスタやパンの消費が増え、それに合
わせて生の野菜の摂取方法として、サラダが用いられ
るようになった。サラダに利用できる生野菜の種類は
飛躍的に増え、カット済の野菜の製造量や種類も増加
している。また、サラダはカットした野菜にドレッシ
ングをかけるだけで作ることが出来、そのドレッシン
グも市販品のバリエーションが豊富になった。
さらに、コンビニエンスストアではカップにカット
野菜とドレッシングがセットになって販売されている
商品も多く、デパートの地下食品売り場では多数の野
菜を使った手間のかかったサラダが何種類も販売され
ている。
これらのことから、サラダはその生産量を増やし、
消費量も増えていったものと思われる。
５、漬物を食べない理由
サラダと漬物の喫食頻度の質問の際に、漬物を「月
に１回くらい」「ほとんど食べない」と答えた１９名に
その理由について質問した。その結果を表６に示し
た。
食べない理由としては、「家で出てこないから」が
１９名中１０名（５２．６％）と一番多い。２番目に「漬物の
香りが苦手」が４名（２１．０％）、３番目に漬物を買う
お金がない、食事に出すのが面倒などの「その他の理
由」が３名（１５．８％）となった。塩分や酸味といった、
漬物の味そのものに関する理由は少ないことがわかっ
た。若年者が漬物を好まず、その理由は味に起因する
と考えがちであるが、そうではない可能性が大きい。
家庭での喫食経験がないことが食べない理由の一つで
あるのならば、ご飯と漬物の組み合わせの喫食経験を
作れば、喫食頻度や、嗜好状況にも変化があるのでは
ないかと考えられる。
６、野菜の食べ方
野菜を漬物で食べる割合を見るために、野菜の食べ
方を質問した。主に漬物に用いる、大根、きゅうり、
白菜、なす、キャベツ、ニンジン、カボチャなどにつ
いて聞いた。その結果を図４に示した。
漬物で食べる割合が高い野菜は、白菜が白菜漬け
２０％・キムチ２９％、きゅうり２６％、なす１４％であっ
た。白菜は、白菜漬けとキムチを合わせると４９％とな
る。鍋物が３０％であることを考えると、１年を通して
の食べ方として漬物が高い割合を占めていることがわ
かる。
サラダで食べる割合が高いのは、きゅうり２８％、
キャベツ２６％、にんじん１７％、大根１２％、かぼちゃ
８％であった。きゅうりは野菜スティックも加えると
４３％、キャベツはコールスローサラダや野菜スティッ
クも加えると４１％、にんじんは野菜スティックも加え
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ると２５％となる。漬物に比べると野菜はサラダとして
食べられている割合が多いことがわかる。
７、「香の物」に対する認識
漬物は、献立の中で表す際には、前述のように「香
の物」と表すことが多い。「香の物」の語を聞いたこ
とがあるか、またその語意を正しく理解しているかを
質問した。その結果を図５に示した。聞いたことがあ
る人は、未記入の４名を除いた１３２名中７２名（５５％）
とわずかに過半数を超えた。また、「香の物」を聞い
たことがある７２名のうち、正しく理解している人は５３
名（７４％）と高い比率を示した。これらの結果から、
若年層においても漬物や香の物に関して知識・情報が
ないわけではないと思われる。
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Ⅳ．まとめ
若年層の、漬物に対する喫食経験と認知度、喫食頻
度、嗜好性、漬物とサラダの喫食頻度の比較、野菜の
食べ方並びに「香の物」に対する認識などを把握する
目的で、本学でアンケート調査を行った。
奈良漬け、千枚漬け、わさび漬け、野沢菜漬け以外
では、認知度、喫食経験ともに高い数値を示した。ま
た嗜好については、伝統的な漬物である梅干やたくあ
んに加えて、キムチや浅漬け、ピクルスなど漬物が幅
広く好まれていることがわかった。しかしながら、喫
食頻度は漬物よりもサラダが多く、白菜やきゅうり以
外の野菜では漬物として食べられる割合が少ないこと
がわかった。
生活習慣病を予防するのに必要とされるビタミンや
ミネラル、食物繊維を十分に摂取するためには、１日
３５０gの野菜（そのうち１２０gは緑黄色野菜）を食べる
ことが目標１２）とされている。しかしながら平成２５年国
民健康・栄養調査報告では２０代の野菜摂取量は２３３g１３）
と大きく下回っている。本学学生の食事記録からも同
様の傾向がみられる。また、関東農政局の調査１４）では
１人暮らしの大学生の約４割が野菜を食べないとし、
その理由に「調理する時間がない」、「調理するのが面
倒」の割合が多くなっている。
サラダは新鮮な野菜が食べられる反面、かさが大き
くなり、量が食べられない。日持ちもしないため、毎
回作らなければならないという面もある。それに対し
て漬物は、塩分の摂取量には注意がいるが、一度に作
ることができ、保存性もよく、特別な調理技術も必要
ない。脱水によりかさも減らすことができる。今回の
調査結果からわかった漬物の嗜好性や喫食頻度の現状
からすると、簡単な漬物の作り方や漬物の料理への利
用を授業に取り入れ、知識や技術を伝えることで、調
理への抵抗感を弱め、野菜の摂取量を増やせる可能性
があることがうかがわれた。
今回の調査では、漬物や野菜の摂取量、好きな野
菜、調理する上での問題などについては聞いていな
い。今回の調査結果をもとに、調査内容を再検討し、
漬物を利用した野菜摂取量の増加など学生の食生活改
善につなげられるよう、調査を継続していきたい。
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